
ん
へ
会
長
バ
ッ
ジ
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。 

 

 

染
矢
耕
一
郎
く
ん
が
令
和
３
年
度
事
業
を
総
括
し
、

仲
間
（
新
入
会
員
）
が
増
え
た
こ
と
の
喜
び
と
、
コ

ロ
ナ
禍
で
思
っ
た
よ
う
に
事
業
が
進
ま
な
か
っ
た
こ

と
の
厳
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。 

 

令
和
４
年
度
の
各
委
員
長
か
ら
１
年
間
の
抱
負
と
、

活
動
内
容
の
説
明
が
あ
り
、
ま
た
、
県
青
年
部
連
合

会
へ
出
向
す
る
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
出
向
に
向
け
て
の

意
気
込
み
を
伝
え
、
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
４
年
度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
昨
年
度
同
様 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コ
ロ
ナ
禍
で
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ス
タ
ー
ト
と
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

り
ま
し
た
が
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メ
ン
バ
ー
が
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丸
と
な
り
、
協 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

力
し
あ
い
事
業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
進
め
て
参
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
年
間
、
宜
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

く
お
願
い
致
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
す
。 

気
鋭
通
信 

気鋭の会 

総務広報委員会 

発行 

Vol.36 

「気鋭の会」とは･･･ 

伊東市内の20代か
ら40代までの若手
経営者・後継者・企
業からの出向者が
｢経済人としての資
質向上｣を図り､｢企
業と地域経済の健全
な発展｣及び｢商工
会議所活動の一翼を
担う｣という趣旨の
もとに集い設立され
ました。 

お問合せ 
伊東商工会議所 青年部 
｢気鋭の会｣事務局 

 ℡：0557-37-2500 
(担当:鶴田) 

会員募集中！ 

あなたも 

で 
共に経営を学びませんか ! 

入会金は です。 
年会費 24,000円 

※年度途中に入会した場
合は月割りとなります。 

ホームページ・フェイスブック 
開設しています。 
 
 

で検索下さい。 
http://www.ito-cci.or.jp/seinenbu/ 

伊東商工会議所青年部･気鋭の会 

青年部「気鋭の会」 
平成20.7.15 設立 

会員数 53名 
(令和4.4.1現在) 

伊東商工会議所  青年部 「気鋭の会」 会報 2022年9月号 （１） 

 

通
常
会
員
総
会 

 
 
 
 

【
総
務
広
報
委
員
会
】 

 

  

し
く
じ
り
先
生
＆ 

 

し
ゃ
べ
く
り
１
１
０
（
い
と
う
） 

 

【
こ
ん
な
に
楽
し
く
て
委
員
会
】 

 

４
月
25
日
（
月
） 

 

通
常
会
員
総
会
を
伊
東
商
工
会
議
所
に
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
徹
底
の
う
え
、
対
面

形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

冒
頭
の
挨
拶
で
、
石
井
幸
太
郎
会
長
は
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
～
繋
げ
る
絆 

し
な
や
か
に
～
を
掲
げ
、
自
身

の
青
年
部
に
入
会
し
た
き
っ
か
け
や
、
仲
間
を
大
切

し
て
青
年
部
活
動
を
行
う
こ
と
が
、
自
社
な
ら
び
に

地
域
へ
の
貢
献
に
な
る
と
伝
え
ま
し
た
。 

続
い
て
、
静
岡
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
の
石

川
靖
会
長
か
ら
映
像
に
よ
る
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
き
ま
し
た
。 

 

令
和
３
年
度
の
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
報

告
を
審
議
し
、
承
認
と
な
り
ま
し
た
。 

 

会
長
交
代
式
で
は
、
令
和
３
年
度
会
長
の
染
矢
耕

一
郎
く
ん
か
ら
令
和
４
年
度
会
長
の
石
井
幸
太
郎
く 

５
月
23
日
（
月
） 

 

伊
東
商
工
会
議
所
に
て
５
月
定
例
会
「
し
く
じ
り

先
生
＆
し
ゃ
べ
く
り
１
１
０
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
事
業
は
、
過
去
の
「
気
鋭
の
会
」
活
動
を
検

証
し
、
会
員
同
士
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、

会
員
自
身
が
未
来
の
気
鋭
の
会
を
築
い
て
い
く
こ
と

や
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
『
活
動
の
楽
し
さ
』
を
見
つ

け
る
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
し
た
。 

 

第
１
部
の
「
し
く
じ
り
先
生
」
で
は
、
２
名
の
会

員
が
当
事
者
し
か
知
り
得
な
い
貴
重
な
現
場
の
声
を

発
表
し
ま
し
た
。 

 

第
２
部
の
「
し
ゃ
べ
く
り
１
１
０
」
は
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
「
気
鋭
の
会
活
動
の
“
楽
し

い
”
」
に
焦
点
を
絞
り
、
メ
ン
バ
ー
で
共
有
し
て
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
“
楽 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
い
”
を
具
現
化
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
お
、
本
事
業
は
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
部
の
失
敗
を
「
し
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

じ
り
」
と
呼
称
し
、
エ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
持
た
せ
た
た
め
、
決 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
て
事
業
が
失
敗
し
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

メンバーでの集合 
（写真撮影時に一時的にマスクを外しております） 

石井幸太郎 

令和４年度会長 
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〔
出
向
報
告
②
〕 

静
岡
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会 

 
 
 
 

ス
マ
イ
リ
ー
委
員
会 

 

 

〔
公
開
型
研
修
会
〕 

 
ダ
ー
ク
サ
イ
ド
と
決
断
と 

 
 
 
 

ま
だ
誰
も
知
ら
な
い
未
来 

 

 
 
 
 
 
 

【
研
修
拡
大
委
員
会
】 

 

〔
出
向
報
告
①
〕 

静
岡
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会 

 
 
 

通
常
会
員
総
会
・
役
員
会 

 

６
月
11
日
（
土
） 

 

三
島
大
社
に
て
、
静
岡
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連

合
会
通
常
会
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
３
年
度
事

業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
報
告
、
令
和
４
年
度
収
支

予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
４
年
度
は
三
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ

が
主
管
と
な
り
、
石
川
靖
静
岡
県
連
会
長
が
掲
げ
る

ス
ロ
ー
ガ
ン
『
つ
な
ぐ
』
～
共
に
創
ろ
う
明
る
い
未

来
は
我
ら
の
中
に
～
を
も
と
に
、
静
岡
県
連
一
丸
と

な
り
進
ん
で
参
り
ま
す
。 

 

総
会
後
は
、
三
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
主
催
事
業
に
移
り
、

三
島
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
を
経
由
し
、
箱
根
関
所
旅
物

語
館
で
情
報
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。 
 

箱
根
で
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
小
田
原
箱
根

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
神
奈
川
県

連
を
代
表
し
て
、
柴
田
神
奈
川
県
連
会
長
、
小
島
県

連
総
務
委
員
長
が
迎
え
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。 

                           

ま
た
、
情
報
交
換 

                           

会
は
、
遊
覧
船
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

芦
ノ
湖
を
遊
覧
船 

                           

で
周
遊
し
な
が
ら 

                           

行
わ
れ
、
チ
ェ
ロ 

                           

と
ピ
ア
ノ
の
プ
ロ 

                           

奏
者
（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ 

                           

バ
ー
）
の
生
演
奏 

                           
を
聴
き
な
が
ら
、 

                           
優
雅
な
ひ
と
と
き 

                           

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

６
月
17
日
（
金
） 

 

伊
東
商
工
会
議
所
に
て
、
講
師
に
株
式
会
社
に
し

は
ら
グ
ル
ー
プ
代
表
取
締
役
会
長 

西
原
宏
夫
氏
を
お

招
き
し
、
公
開
型
の
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
飲
食
店
を
83
店
舗
開
店
し
、
そ
の
う
ち

64
店
舗
を
撤
退
し
た
経
験
か
ら
『
商
売
の
厳
し
さ
』

を
伝
え
る
と
共
に
、
持
ち
前
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
か

ら
進
ん
で
リ
ス
ク
を
と
る
こ
と
や
若
い
人
と
積
極
的

に
触
れ
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

ご
自
身
の
こ
れ
ま
で
読
ん
で
こ
ら
れ
た
本
か
ら
の
気

付
き
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
先
の
見
え
な
い
時
代
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
峙
し
て
行
く
べ
き
か
を
お

話
し
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
研
修
会
は
、
見
学
を
自
由
し
た
こ
と
で
、

会
員
・
非
会
員
含
め
て
約
50
名
の
参
加
者
が
集
ま
り

ま
し
た
。
質
疑
で
は
、
会
社
の
再
建
方
法
や
自
社
の

経
営
状
況
の
把
握
の
仕
方
が
出
る
な
ど
、
と
て
も
学

び
の
多
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

 

令
和
４
年
度
出
向
者 

 
 

秋
山
侑
介
く
ん
・
齋
藤
正
就
く
ん 

  

ス
マ
イ
リ
ー
委
員
会
と
は
、
静
岡
県
商
工
会
議
所

青
年
部
連
合
会
の
唯
一
の
委
員
会
で
あ
り
、
静
岡
県

内
各
単
会
よ
り
出
向
者
を
募
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
委
員
会
は
、
12
月
に
開
催
さ
れ
る
静
岡
県
連
大

会
に
お
い
て
、
若
手
後
継
者
育
成
事
業
の
企
画
・
運

営
を
行
い
ま
す
。 

 

出
向
に
出
る
と
新
た
な
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
、

新
た
な
知
識
が
習
得
で
き
ま
す
。
他
会
の
会
員
と
交

流
を
深
め
な
が
ら
、
12
月
の
県
連
大
会
に
向
け
て
委

員
会
活
動
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

尚
、
第
１
回
目
の
ス
マ
イ
リ―

委
員
会
は
、
４
月 

７
日
（
木
）
掛
川
商
工
会
議
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

講師の(株)にしはらグループ 
代表取締役 西原宏夫 氏 

（
写
真
撮
影
時
に
一
時
的
に
マ
ス
ク
を
外
し
て
お
り
ま
す
） 

第１回委員会のようす 


